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2288
年年
度度
各各
委委
員員
会会
要要
望望
結結
果果
のの
概概
要要

本
紙
で
は
、
2
0
0
8
号
か
ら
順
次
、
28
年
度
の
本
会
5
委
員
会

の
要
望
結
果
の
概
要
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
号
は
、
産
業
経
済
委
員

会
に
つ
い
て
。

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

産
業
経
済
委
員
会
の
28
年
度
の

要
望
は
①
地
方
創
生
の
推
進
②
地

域
経
済
対
策
の
推
進
③
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

協
定
④
農
業
振
興
対
策
⑤
林
業
振

興
対
策
⑥
水
産
業
振
興
対
策
⑦
農

林
水
産
業
共
通
対
策
⑧
食
の
安
全

及
び
消
費
者
の
信
頼
確
保
対
策
⑨

中
小
企
業
振
興
対
策
等
⑩
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
―
に
つ
い
て
の

10
項
目
を
大
き
な
柱
と
し
た
（
要

望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
全

国
市
議
会
議
長
会
メ
ニ
ュ
ー
」
↓

「
要
望
・
決
議
等
」
↓
「
産
業
経

済
委
員
会
」
に
掲
載
し
て
い
る
）
。

要
望
項
目
が
多
数
あ
る
た
め
、

主
に
、
第
92
回
定
期
総
会
（
28
年

5
月
31
日
開
催
）
、
第
1
0
1
回

評
議
員
会（
28
年
11
月
9
日
開
催
）

で
付
託
さ
れ
た
部
会
提
出
決
議
に

関
す
る
要
望
項
目
に
対
す
る
結
果

を
中
心
に
掲
載
す
る
（
部
会
提
出

決
議
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
要

望
・
決
議
等
」↓「
全
国
市
議
会
議

長
会
」↓「
平
成
28
年
度
」に
掲
載
）。

1

地
方
創
生
の
推
進

5
委
員
会
共
通
の
要
望
事
項
。

地
方
行
政
委
員
会
「
1
」
〜
「
3
」

（
本
紙
2
0
0
8
号
1
面
）
、
地

方
財
政
委
員
会
「
3
」
（
同
2
0

0
9
号
2
面
）
を
参
照
。

2

地
域
経
済
対
策
の
推
進

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
を
地
域

の
隅
々
に
ま
で
行
き
わ
た
ら
せ
地

域
経
済
の
好
循
環
を
確
立
し
、
国

と
地
方
が
一
体
と
な
っ
た
強
力
な

地
域
経
済
対
策
を
要
望
し
た
。

28
年
12
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
改
訂
版
の
基
本
的
な

考
え
方
の
う
ち
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
創
生
と
好
循
環
の
確
立

の
項
に
、
今
版
で
は
新
た
に
、「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
全
国
津
々
浦
々
ま

で
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域

資
源
を
い
か
し
た
『
し
ご
と
』
を

つ
く
り
、地
方
の『
平
均
所
得
の
向

上
』
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。」と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

3

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定

総
会
の
東
海
部
会
提
出
議
案

「
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

協
定
交
渉
の
大
筋
合
意
に
つ
い

て
」
、
九
州
部
会
提
出
議
案
「
農

林
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い

て
」
、
評
議
員
会
の
東
北
部
会
提

出
議
案
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
対
策
に
つ
い

て
」
の
要
望
内
容
に
も
あ
っ
た
①

中
山
間
地
域
な
ど
の
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
万
全
な
施
策
②
総
合
的

な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
基
づ

く
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
の

推
進
③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
対
応
し
た

新
た
な
仕
組
み
の
構
築
―
な
ど
を

要
望
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
つ
い
て
は
、
28

年
度
2
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、

総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱

に
基
づ
き
、
中
山
間
地
域
所
得
向

上
支
援
対
策
に
3
0
0
億
円
、
地

域
の
強
み
を
い
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
に
5
7
0
億
円
な
ど
、

攻
め
の
農
林
水
産
業
へ
の
転
換

（
体
質
強
化
対
策
）
と
し
て
、
3

4
5
3
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。
ま

た
、
29
年
1
月
20
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政

府
対
策
本
部
（
本
部
長
�
石
原
伸

晃
・
経
済
再
生
担
当
大
臣
）
か
ら

「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大

綱
実
現
の
た
め
の
取
組
に
つ
い

て
」
が
公
表
さ
れ
、
主
な
施
策
や

取
り
組
み
、
検
討
内
容
が
示
さ
れ

た
。な

お
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、

1
月
23
日
、
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統

領
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
の
大
統
領
令
に

署
名
し
た
た
め
、
協
定
実
現
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

4

農
業
振
興
対
策

総
会
の
九
州
部
会
提
出
議
案

「
農
林
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ

い
て
」
、
評
議
員
会
の
北
信
越
部

会
提
出
議
案
「
農
業
農
村
整
備
事

業
関
連
予
算
の
安
定
的
確
保
に
つ

い
て
」、
九
州
部
会
提
出
議
案「
農

林
漁
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
」

の
要
望
内
容
に
も
あ
っ
た
①
農
業

農
村
整
備
事
業
予
算
の
長
期
的
で

安
定
的
な
確
保
②
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
の
促
進
と
生
産
基
盤
の
効

率
的
な
整
備
の
推
進
。
小
規
模
農

家
に
対
す
る
支
援
策
の
充
実
・
強

化
③
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
の

推
進
④
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

に
お
け
る
長
寿
命
化
取
り
組
み
予

算
の
十
分
な
確
保
⑤
新
規
就
業
者

の
育
成
確
保
に
対
す
る
支
援
措
置

⑥
過
疎
地
域
や
中
山
間
地
域
な
ど

を
含
め
、
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
基
盤
整

備
、
環
境
整
備
な
ど
に
資
す
る
施

策
の
積
極
的
な
推
進
⑦
肥
料
価
格

の
安
定
対
策
の
強
化
⑧
外
国
へ
の

輸
出
を
含
む
米
の
消
費
拡
大
に
資

す
る
施
策
の
積
極
的
な
推
進
⑨
飼

総
務
省
は
、
地
方
自
治
法
施
行

70
周
年
を
記
念
し
て
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
作
成
し
た
。

こ
の
マ
ー
ク
は
、
人
と
人
と
を

結
び
つ
け
る
意
味
を
持
ち
、
古
く

か
ら
慶
事
に
用
い
ら
れ
て
き
た

「
水
引
」
を
モ
チ
ー
フ
に
国
、
地

方
公
共
団
体
、
住
民
の
密
接
な
つ

な
が
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
行

動
力
を
連
想
さ
せ
る
赤
色
と
、
創

造
性
や
豊
か
さ
を
連
想
さ
せ
る
金

色
を
用
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の

自
主
性
及
び
自
立
性
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
、
今
後
の
地
方
自
治
の
さ

ら
な
る
進
展
を
期
す
る
こ
と
を
表

現
し
た
と
の
こ
と
。

【
2
面
へ
続
く
】

第2010号4月25日平成２9年
（２０１7年）

自
治
法
施
行
70
周
年

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
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【
1
面
か
ら
続
く
】

料
価
格
高
騰
対
策
の
拡
充
強
化
⑩

畜
産
業
振
興
策
の
強
化
、
畜
産
農

家
の
保
護
・
育
成
、
所
得
の
向
上

に
資
す
る
施
策
の
充
実
⑪
家
畜
伝

染
病
に
対
す
る
支
援
策
の
充
実
―

な
ど
を
要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
。
農
業
農
村
整
備

事
業
予
算
は
、
29
年
度
で
は
、
3

0
8
4
億
4
0
0
万
円
（
28
年
度

比
1
2
1
億
7
8
0
0
万
円
増
、

4
・
1
％
増
）
が
確
保
さ
れ
た
。

予
算
額
は
、
25
年
度
か
ら
5
年
連

続
増
額
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

②
に
つ
い
て
。
29
年
度
予
算
で

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る

農
地
集
積
・
集
約
化
に
2
7
7
億

7
1
0
0
万
円
（
28
年
度
比
1
2

3
億
7
0
0
0
万
円
増
、
80
・
3

％
増
）
が
確
保
さ
れ
、
農
地
中
間

管
理
機
構
に
よ
る
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
・
集
約
化
の
加
速
化
が
支

援
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
よ
る
農
地
な
ど
の
地

域
資
源
の
維
持
・
継
承
に
1
8
5

億
円
が
優
先
枠
で
確
保
さ
れ
、
兼

業
農
家
を
含
め
小
規
模
な
農
業
者

も
支
援
さ
れ
る
。

③
に
つ
い
て
。
農
村
地
域
防
災

減
災
事
業
は
、
29
年
度
予
算
で
は
、

5
0
8
億
2
7
0
0
万
円
（
28
年

度
比
5
9
0
0
万
円
増
、
0
・
1

％
増
）
が
確
保
さ
れ
、
地
震
・
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
の
防
止
、

農
村
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図

る
た
め
の
総
合
的
な
防
災
・
減
災

対
策
が
実
施
さ
れ
る
。

④
に
つ
い
て
。
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
は
、
29
年
度
予
算
で
は
、

28
年
度
と
同
額
の
4
8
2
億
5
1

0
0
万
円
が
確
保
さ
れ
、
引
き
続

き
、
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の

活
動
に
支
援
が
な
さ
れ
る
。

⑤
に
つ
い
て
。
29
年
度
予
算
で

は
、
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援

事
業
に
2
0
2
億
4
4
0
0
万
円

（
28
年
度
比
8
億
9
7
0
0
万
円

増
、
4
・
6
％
増
）
が
確
保
さ
れ
、

次
世
代
を
担
う
農
業
者
を
目
指
す

者
に
対
し
、
就
農
の
検
討
・
準
備

段
階
か
ら
就
農
、
経
営
の
確
立
ま

で
の
総
合
的
な
支
援
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
。

⑥
に
つ
い
て
。
29
年
度
予
算
で

は
、
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
に

1
9
6
億
8
0
0
0
万
円
（
28
年

度
比
20
億
3
2
0
0
万
円
増
、
11

・
5
％
増
）
が
確
保
さ
れ
た
。
広

域
的
な
農
地
の
大
区
画
化
や
排
水

改
良
な
ど
が
行
わ
れ
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
が
加
速
化
さ
れ
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
・
未
然
防
止
が

図
ら
れ
つ
つ
、
産
地
収
益
力
の
向

上
の
た
め
の
生
産
コ
ス
ト
低
減
や

高
収
益
作
物
へ
の
転
換
な
ど
の
地

域
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
。

⑦
・
⑨
に
つ
い
て
。
28
年
11
月

29
日
に
決
定
さ
れ
た
「
農
業
競
争

力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
民

間
活
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
肥

料
・
飼
料
な
ど
の
生
産
資
材
の
安

定
供
給
と
価
格
引
き
下
げ
の
た
め

の
施
策
の
具
体
化
に
努
め
る
と
さ

れ
て
い
る
。

⑧
に
つ
い
て
。
29
年
度
予
算
で

は
、
米
穀
周
年
供
給
・
需
要
拡
大

支
援
事
業
に
28
年
度
と
同
額
の
50

億
3
3
0
0
万
円
が
確
保
さ
れ
、

産
地
の
判
断
に
よ
る
長
期
計
画
的

な
販
売
、
輸
出
用
な
ど
他
用
途
へ

の
販
売
の
取
り
組
み
に
支
援
が
な

さ
れ
る
。

⑩
に
つ
い
て
。
畜
産
・
酪
農
の

競
争
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
29

年
度
予
算
と
28
年
度
補
正
予
算
と

の
合
計
額
で
、2
8
3
6
億
円（
28

年
度
予
算
と
27
年
度
補
正
予
算
合

計
額
比
96
億
円
増
）
が
確
保
さ
れ

た
。
収
益
力
強
化
や
生
産
基
盤
の

維
持
・
拡
大
、
国
産
畜
産
物
の
需

要
拡
大
に
よ
る
畜
産
・
酪
農
の
体

質
強
化
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

⑪
に
つ
い
て
。
29
年
度
予
算
で

は
、
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策
に
54

億
8
8
0
0
万
円
（
28
年
度
比
5

8
0
0
万
円
減
、
1
・
0
％
減
）

が
確
保
さ
れ
た
。
家
畜
の
伝
染
性

疾
病
等
の
発
生
予
防
・
ま
ん
延
防

止
対
策
が
徹
底
さ
れ
る
。

5

林
業
振
興
対
策

総
会
の
東
海
部
会
提
出
議
案

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
拡
充
と
広

域
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
」
、
九

州
部
会
提
出
議
案
「
農
林
水
産
業

の
振
興
対
策
に
つ
い
て
」
、
評
議

員
会
の
九
州
部
会
提
出
議
案
「
農

林
漁
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
」
、

の
要
望
内
容
か
ら
、
①
森
林
が
有

す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
管
理
に

対
す
る
支
援
、
治
山
事
業
な
ど
の

推
進
、
林
産
物
の
供
給
体
制
な
ど

の
支
援
、
木
材
利
用
の
促
進
②
地

方
自
治
体
が
行
う
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
的
利
用
を
促
す
取
り
組
み
へ

の
支
援
の
拡
充
・
強
化
、
官
民
共

同
に
よ
る
施
策
、
複
数
の
地
方
自

治
体
が
連
携
す
る
施
策
の
推
進
に

対
す
る
支
援
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
。
多
面
的
機
能
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
29
年
度

予
算
で
、
森
林
・
山
村
多
面
的
機

能
発
揮
対
策
に
17
億
円
（
28
年
度

比
7
億
6
2
0
0
万
円
減
、
31
・

0
％
減
）
が
確
保
さ
れ
、
多
面
的

機
能
の
発
揮
に
向
け
、
市
町
村
が

協
力
す
る
森
林
の
保
全
管
理
活
動

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
優

先
的
に
支
援
さ
れ
る
。

治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
29
年

度
予
算
で
、
5
9
7
億
3
6
0
0

万
円
（
28
年
度
比
1
3
0
0
万
円

増
）
が
確
保
さ
れ
、
荒
廃
山
地
の

復
旧
整
備
と
と
も
に
、
保
安
林
の

水
土
保
全
機
能
の
強
化
な
ど
に
よ

る
事
前
防
災
・
減
災
対
策
が
推
進

さ
れ
る
。

林
産
物
の
供
給
体
制
な
ど
の
支

援
、
木
材
利
用
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
29
年
度
予
算
で
、
次
世
代
木

材
生
産
・
供
給
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
に
、
18
億
8
0
0
0
万
円
（
28

年
度
比
1
億
2
0
0
0
万
円
減
、

6
・
0
％
減
）
、
新
た
な
木
材
需

要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

12
億
1
8
0
0
万
円
（
28
年
度
比

1
億
9
9
0
0
万
円
減
、
14
・
0

％
減
）
が
確
保
さ
れ
た
。
安
定
供

給
に
向
け
、
木
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
た
め
の
間
伐

・
路
網
整
備
が
推
進
さ
れ
る
と
と

も
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
製
品
・
技

術
の
開
発
・
普
及
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
地
域
材
利
用
の
拡
大

に
よ
り
、
新
た
な
木
材
需
要
の
創

出
が
行
わ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
。
地
方
財
政
委
員

会
「
1
④
」
（
本
紙
2
0
0
9
号

1
面
）
を
参
照
。

6

水
産
業
振
興
対
策

総
会
の
九
州
部
会
提
出
議
案
の

「
農
林
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ

い
て
」
、
評
議
員
会
の
同
部
会
提

出
議
案
「
農
林
漁
業
の
振
興
対
策

に
つ
い
て
」
か
ら
、
沿
岸
漁
業
の

振
興
、
小
規
模
漁
業
者
の
所
得
向

上
に
資
す
る
施
策
の
充
実
、
資
源

管
理
型
漁
業
の
推
進
、
種
苗
放
流

等
の
支
援
策
の
充
実
な
ど
に
よ
る

栽
培
漁
業
の
振
興
を
図
り
つ
つ
、

水
産
業
振
興
支
援
策
の
強
化
な
ど

を
要
望
し
た
。

29
年
度
予
算
で
は
、
浜
の
活
力

再
生
交
付
金
に
54
億
円
（
28
年
度

比
13
億
円
増
、
31
・
7
％
増
）
が

確
保
さ
れ
、
漁
業
所
得
の
向
上
を

目
指
す
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
水
産
業
強
化
支
援
事
業

に
お
い
て
、
水
産
資
源
の
管
理
・

維
持
増
大
、
種
苗
放
流
な
ど
水
産

資
源
増
大
の
た
め
の
施
設
に
必
要

な
整
備
等
に
支
援
が
な
さ
れ
る
。

ま
た
、
資
源
管
理
・
資
源
調
査
の

強
化
に
41
億
6
0
0
0
万
円
（
28

年
度
比
2
億
8
6
0
0
万
円
増
、

【
3
面
へ
続
く
】
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7
・
4
％
増
）
が
確
保
さ
れ
、
よ

り
高
度
、
効
果
的
な
自
主
的
資
源

管
理
措
置
の
導
入
に
向
け
た
取
り

組
み
に
支
援
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、

増
養
殖
対
策
で
は
、
14
億
3
5
0

0
万
円
（
28
年
度
比
6
5
0
0
万

円
増
、
4
・
7
％
増
）
が
確
保
さ

れ
、
さ
け
・
ま
す
の
種
苗
放
流
手

法
の
改
良
、
新
た
な
種
苗
生
産
技

術
の
開
発
促
進
（
栽
培
漁
業
総
合

推
進
事
業
・
新
規
事
業
）
な
ど
が

行
わ
れ
る
。

7

農
林
水
産
業
共
通
対
策

総
会
の
九
州
部
会
提
出
議
案

「
農
林
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ

い
て
」
、
評
議
員
会
の
同
部
会
提

出
議
案
「
農
林
漁
業
の
振
興
対
策

に
つ
い
て
」
に
も
あ
っ
た
①
農
林

水
産
業
の
持
続
的
な
経
営
維
持
・

発
展
の
た
め
の
万
全
の
対
策
と
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
施
策
の
確

立
と
十
分
な
財
源
の
確
保
②
農
山

漁
村
の
6
次
産
業
化
、
農
商
工
連

携
へ
の
十
分
な
予
算
の
確
保
と
着

実
な
実
施
③
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
推
進
交
付
金
の
継
続
と
拡
充
、

個
体
数
・
生
息
環
境
管
理
な
ど
、

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強
化
・
推

進
④
燃
油
価
格
高
騰
対
策
の
強
化

―
な
ど
を
要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
。
29
年
度
農
林
水

産
省
予
算
は
、
28
年
度
と
比
べ
、

20
億
円
減
の
2
兆
3
0
7
1
億
円

と
な
っ
た
が
、
28
年
度
2
次
補
正

予
算
で
5
7
3
9
億
円
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。
農
業
の
持
続
的
な
発

展
、
林
業
の
持
続
的
・
健
全
な
発

展
、
水
産
業
の
健
全
な
発
展
、
農

林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
実
現
の

た
め
の
施
策
が
推
進
さ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
。
6
次
産
業
化
の

推
進
は
、
29
年
度
予
算
で
は
、
22

億
8
7
0
0
万
円
（
28
年
度
比
1

億
1
5
0
0
万
円
減
、
4
・
8
％

減
）
と
な
っ
た
。
多
様
な
異
業
種

と
の
連
携
強
化
に
よ
る
6
次
産
業

化
の
取
り
組
み
が
支
援
さ
れ
る
。

ほ
か
に
、
28
年
度
2
次
補
正
予
算

で
農
山
漁
村
6
次
産
業
化
対
策
事

業
費
補
助
金
が
5
0
0
0
万
円
確

保
さ
れ
て
い
る
。

③
に
つ
い
て
。
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
交
付
金
は
、
29
年
度
予

算
と
28
年
度
2
次
補
正
予
算
と
の

合
計
額
で
1
0
4
億
円
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
28
年
度
予
算
と
27
年
度
補

正
予
算
と
の
合
計
額
を
3
億
円
下

回
る
。
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル

の
生
息
数
の
半
減
が
目
標
と
さ
れ

て
い
る
。

④
に
つ
い
て
。
29
年
度
予
算
で

は
、
漁
業
者
と
国
の
拠
出
に
よ
り
、

燃
油
価
格
な
ど
の
上
昇
時
に
補
塡

金
を
交
付
す
る
漁
業
経
営
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
は
28
年

度
比
92
・
7
％
減
の
1
億
8
0
0

0
万
円
と
な
っ
た
。

8

食
の
安
全
及
び
消
費
者
の
信

頼
確
保
対
策

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
の
普
及
促
進
に
よ

り
、
食
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
と

な
ど
を
要
望
し
た
。

29
年
度
予
算
で
は
、
消
費
・
安

全
対
策
交
付
金
に
19
億
1
0
0
0

万
円
（
28
年
度
比
1
億
円
増
、
5

・
5
％
増
）
が
措
置
さ
れ
、
国
産

農
畜
水
産
物
の
安
全
性
の
向
上
、

食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
普
及

促
進
に
支
援
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
義
務
化
な
ど
国
内

外
の
状
況
を
踏
ま
え
た
的
確
な
監

視
・
指
導
対
策
の
推
進
の
う
ち
、

28
年
度
比
1
0
0
万
円
増
の
1
億

6
4
0
0
万
円
が
措
置
さ
れ
、
食

中
毒
そ
の
他
国
内
の
監
視
指
導
対

策
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
。

9

中
小
企
業
振
興
対
策
等

中
小
企
業
の
支
援
に
つ
い
て
、

金
融
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充

強
化
、
資
金
繰
り
対
策
な
ど
を
要

望
し
た
。

28
年
度
2
次
補
正
予
算
で
、
中

小
企
業
向
け
の
資
金
繰
り
支
援
と

し
て
、
6
4
2
億
円
が
確
保
さ
れ
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
商
工
組
合

中
央
金
庫
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
貸
付
等
が
実
施
さ
れ
る
と
と

も
に
、
公
庫
に
よ
る
低
金
利
融
資

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

10

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

評
議
員
会
の
四
国
部
会
提
出
議

案
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

施
設
建
設
に
関
す
る
法
整
備
に
つ

い
て
」
、
総
会
の
北
海
道
部
会
提

出
議
案
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様

化
・
高
度
利
用
に
つ
い
て
」
か
ら
、

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施

設
建
設
に
関
し
、
住
民
へ
の
事
前

説
明
、
事
業
者
へ
の
環
境
調
査
実

施
義
務
付
け
を
含
む
住
民
と
の
合

意
形
成
の
担
保
、
無
秩
序
な
開
発

に
対
す
る
罰
則
規
定
を
含
む
早
急

な
法
整
備
②
炭
層
ガ
ス
、
地
下
ガ

ス
な
ど
の
石
炭
利
用
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
技
術
の
実
用
化
―
な
ど
を

要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
。
29
年
4
月
1
日
、

「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す

る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
発
電

事
業
者
の
認
定
方
法
が
、
設
備
認

定
か
ら
事
業
計
画
認
定
と
な
っ
た
。

策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
定
め
ら
れ
、

環
境
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
へ
の
説
明
会
の
開
催
な
ど

の
努
力
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
規
定
に
違
反
し

た
場
合
、
同
法
の
指
導
・
助
言
や

認
定
の
取
り
消
し
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

②
に
つ
い
て
。
石
炭
利
用
に
つ

い
て
は
、
29
年
度
予
算
で
は
、
石

炭
ガ
ス
化
燃
料
電
池
複
合
発
電
等

の
技
術
開
発
な
ど
を
行
う
次
世
代

火
力
発
電
の
技
術
開
発
事
業
に
1

1
5
億
円
（
28
年
度
比
5
億
円
減
、

4
・
2
％
減
）
が
確
保
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
電
力
各
社
は
石
炭
火

力
発
電
所
の
新
設
・
増
設
を
多
数

計
画
し
て
い
る
。
一
方
、
29
年
3

月
10
日
、
山
本
公
一
・
環
境
大
臣

は
、
あ
る
石
炭
火
力
発
電
計
画
に

対
し
、
「
石
炭
火
力
発
電
に
係
る

事
業
実
施
の
再
検
討
」
な
ど
を
求

め
る
旨
の
意
見
書
を
世
耕
弘
成
・

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
、
同
日

の
会
見
に
お
い
て
も
同
様
の
発
言

を
し
て
い
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
技
術
の
実
用

化
に
つ
い
て
は
、
29
年
度
予
算
で

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
拡

大
に
4
億
円
（
28
年
度
比
1
億
円

減
、
20
％
減
）
が
確
保
さ
れ
た
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
の

た
め
の
全
国
的
な
調
査
、
技
術
開

発
な
ど
に
支
援
が
な
さ
れ
る
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

▼
議
長

▽
胎
内

森
田
幸
衛（
28
・
10
・
3
）

▽
五
所
川
原磯

邊
勇
司（
29
・
2
・
28
）

▽
下
関

戸
澤
昭
夫（
3
・
2
）

▽
珠
洲

赤
坂
敏
昭（
3
・
15
）

▽
西
宮

岩
下

彰（
3
・
23
）

▼
副
議
長

▽
胎
内

髙
橋
政
實（
28
・
10
・
3
）

▽
宮
古
島

池
間

豊（
29
・
2
・
14
）

▽
都
城

中
田

悟（
2
・
27
）

▽
五
所
川
原

秋
元
洋
子（
2
・
28
）

▽
下
関

亀
田

博（
3
・
2
）

▽
小
松

吉
本
慎
太
郎（
3
・
15
）

▽
羽
咋

浜
名

等（
3
・
21
）

お
知
ら
せ

本
紙
5
月
5
日
付
け
第

2
0
1
1
号
は
、
第
2
0

1
2
号
と
併
せ
、
5
月
15

日
付
け
第
2
0
1
1
・
2

号
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

議議
会会
人人
事事
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
加
藤
治
吉
・

磐
田
市
議
会
議
長
）
は
4
月
7
日
、

全
国
都
市
会
館
で
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
加
藤
会
長
欠
席
の

た
め
、
会
長
代
理
で
あ
る
菊
田
隆

・
副
会
長
（
盛
岡
市
議
会
議
長
）

か
ら
「
自
治
体
病
院
は
、
多
く
の

不
採
算
医
療
を
担
い
、
非
常
に
厳

し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
、
自
治
体
病
院
の

安
定
的
経
営
、
持
続
可
能
な
地
域

医
療
の
確
保
に
向
け
、
精
力
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
報
告
、
平
成
28
年

度
要
望
結
果
を
了
承
し
、
協
議
に

入
っ
た
。

協
議
で
は
、
平
成
28
年
度
決
算

に
つ
い
て
、
監
事
を
代
表
し
て
、

草
野
修
一
・
監
事
（
中
津
市
議
会

議
長
）
か
ら
監
査
結
果
の
報
告
が

あ
り
、
説
明
、
報
告
の
通
り
了
承

し
た
。
監
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

5
月
17
日
開
催
の
第
75
回
理
事
会
、

第
45
回
総
会
で
報
告
す
る
。
平
成

29
年
度
事
業
計
画
案
、
同
会
議
・

活
動
日
程
案
、
同
予
算
案
、
加
盟

促
進
、
総
会
決
議
案
に
つ
い
て
は

原
案
の
通
り
了
承
し
、
理
事
会
に

諮
る
こ
と
と
し
た
。

総
務
省
は
3
月
28
日
、「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
所
属
党
派
別
人
員
調
」（
28
年
12
月
31
日
現
在
の
在
職
者
の
立
候

補
届
出
時
）を
公
表
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
、
市
区
議
会
議
員
に
つ
い

て
、
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
。
な
お
、
調
査
結
果
は
、
「
平
成
28
年
中

に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
の
執
行
件

数
調
」な
ど
と
併
せ
、総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:
//w
w
w
.

so
u
m
u
.g
o
.jp
/se
n
k
y
o
/se
n
k
y
o

＿s
/d
a
ta
/sy
o
zo
k

u
/h
27

＿00001.h
tm
l

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

議
員
の
61
・
0
％
が
無
所
属

28
年
12
月
31
日
現
在
の
市
区
議

会
議
員
の
定
数
合
計
1
万
9
5
2

1
人
か
ら
欠
員
2
6
1
人
を
除
い

た
1
万
9
2
6
0
人
の
う
ち
、
公

明
党
が
2
2
9
5
人
で
全
体
の
11

・
9
％
を
占
め
、
最
多
と
な
っ
た
。

次
い
で
、
日
本
共
産
党
が
1
9
0

3
人
、
自
由
民
主
党
が
1
8
9
8

人
と
続
く
（
表
参
照
）
。
定
数
の

減
少
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
政
党
の

議
員
数
は
27
年
よ
り
減
少
し
た
。

無
所
属
は
1
万
1
7
4
3
人
で
、

議
員
数
は
27
年
と
比
べ
61
人
減
、

割
合
は
表
で
は
、
61
・
0
％
と
27

年
と
変
わ
ら
な
い
が
、
実
際
は
微

減
と
な
っ
て
い
る
。
本
紙
の
調
べ

で
は
、
無
所
属
の
割
合
は
18
年
の

68
・
4
％
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少

し
て
い
る
。

女
性
議
員
の
割
合
は
14
・
6
％

28
年
を
含
め
た
近
5
年
の
全
市

区
議
会
議
員
に
占
め
る
女
性
議
員

の
数
と
割
合
の
推
移
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
が
グ
ラ
フ
と
な
る
。

女
性
議
員
は
2
8
1
8
人
で
、

27
年
と
比
べ
16
人
増
加
し
た
。
全

体
に
占
め
る
割
合
は
14
・
6
％
で
、

0
・
1
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ

た
。
女
性
議
員
数
・
割
合
と
も
に

過
去
最
多
・
最
高
だ
っ
た
。
本
紙

の
調
べ
で
は
、
女
性
議
員
の
割
合

は
近
11
年
間
増
加
を
続
け
て
い
る
。

平成27年12月

11．9％

9．9％

9．9％

3．6％

1．2％

－

0．0％

0．0％

2．5％

61．0％

2，301

1，906

1，915

688

227

－

8

4

490

11，804

19，343

213

19，556

平成28年12月

11．9％

9．9％

9．9％

3．5％

1．2％

0．1％

0．0％

0．0％

2．5％

61．0％

2，295

1，903

1，898

680

227

25

8

4

477

11，743

19，260

261

19，521

年
党派

公 明 党

日本共産党

自由民主党

民 進 党

社会民主党

日本維新の会

日本のこころ

元 気

諸 派

無 所 属

計

欠 員

定 数 合 計

※地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調
（各年12月31日現在）を基に本紙が作成した。

グラフ 全市区議会議員に占める女性市区
議会議員の数と割合の推移

地地
方方
議議
会会
議議
員員
のの
所所
属属
党党
派派
をを
調調
査査

棒 グ ラ フ：女性市区議会議員の数（右目盛）
折線グラフ：女性市区議会議員の割合（左目盛）

病
院
協
が
役
員
会
を
開
催

総総務務省省

―
29
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
を
審
議
―

―
女
性
議
員
は
2
8
1
8
人
、14
・
6
％
占
め
る

挨拶する菊田副会長

表①市区議会議員の所属党派別人員調【単位：人】

「日本のこころ」…日本のこころを大切にする党
「元気」…日本を元気にする会
※地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調（両年12月31日
現在）を基に本紙が作成した。

※構成比（％）は、それぞれ小数点以下第二位を四捨五入しているため、
計は100％とならない。

会議の模様

監査結果を報告する草野監事
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